
１．借用語としてのマオリ語

ニュージーランド英語に溶け込んでいる日
常語は、生活、文化、動物、植物に分けられ
そのマオリ語は大の影響力である。よく耳に
する語はkiaoraである。まずは乾杯してhaka
（出陣の儀式）で歓迎をうける。大都市なら
どこへ行っても民芸店があり、マオリ民族の
木工、木彫りのpoi,tikiなど購入できる。こ
れはアクセサリーであり、護身でもある。ま
た、kumara（さつまいも）horopito（唐辛子）

などもマオリ語を使って八百屋で購入でき
る。動物、植物にいたっては生息地のマオリ
語による名前が大半を占める。土蛍で有名な
鍾 乳 洞Waitomoや 間 欠 泉Rotoruaも ま た
Otago大学の名前もマオリ語である。この借
用語は、全て名詞で、英語とは関係がない。
４０歳以下の層には二言語話者（bilingual）

はあまりにも少ないといわれているが、一方
高校や大学にマオリ語講座があり、現実に政
府は力を入れている。マオリ語はsyllableに
強勢がおかれている１５文字からなるポリネシ
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Abstract

IndailyconversationinNewZealand,theMaorilanguagecomprisesonlyfivepercent.Infact,

howevertheyuseandspeaklotsofMaorilanguage,wordsandphrases,everywhere.Thispaperex-

aminesthegrammarofthephrases,thepartsofspeech,prepositions,theimperativewithuniversals,

negativetransformsofverbalsentencesanddirectionalparticles,andsoforth.

抄 録

ニュージーランドにおけるマオリ語の存在は５パーセント程と言われているが、現実には使
用範囲は一割近いと思われる。前回に続きどのくらいマオリ語が受け入れられ、借用されてい
るのか文法的見地から検証してみる。
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ア系の言語である。音構成は母音５、子音１０
で、母音はa,i,u,e,o,子音はh,k,m,n,p,r,
t,w,ng,whである。
ngはsingerの「síng耳r」を表し、whはwhale

（hweil）の（f）の発音である。
オーストラリア人の好むbloodyと言う形容

詞はマオリ語の発音に影響されて、plurryと
訛り、plurrygoodすなわちbloodygood（大変
すばらしい）の成句で日常使用されている。

（１）Partsofspeech:thebaseclasses
マオリ語句の構造を調べて見ると、語句は

フレーズの語彙の意味をもたらす基礎を置く
中心的な割合又は核から成り立っている事が
わかる。核の周囲はあらかじめ置かれたもの
か、後に置かれたかで、それらは文法的意味
合いのある違った不変化詞によって満たされ
る。例えば、whareは家を示す。更に付け加
えると、前置詞teはtewhareとなりtothe
houseの意味を成す。またneiはhereを示し、
neiwhareでthishouseを示す。Maanuはafloat

［海上に］を意味し、iは過去形を示し、imaanu
で英語で言うwasafloatとなる。更にannoは
againの意味でimaanuanooでwasafloatagain
となる。フレーズの核を満たす事のできる語
はbasesと言われている。
フレーズの周囲の点において核に続く又は

先行する語は不変化詞と言われている。全て
のbasesは一音節は含まれているが不変化詞
は音節はない。全てbasesと全ての不変化詞
が生ずるわけではない。いくつかのbasesは
例えばteはフレーズの中で定冠詞teをとる。
他はそのようなことは決してない。Topとし
てのrungaとtheyの意味を成すraatouはto
としてのki［前置詞］として使える。Tothe
topをinkirungaとしてkiはrungaの前に置
く。一方適切な冠詞は絶対にkiとraatouの間
にinkiaraatouとして置かねばならない。
WilliamのMaori辞典によると、品詞の全て
は英語と同じくらいあるが、他に三つが加え

られる。thedifinitives（決まったもの）、lo-
calnouns（場所を示す）、neuterverbs（中性
動詞）である。
また、goodの意味のpaiは彼の辞書による

と、形容詞、名詞、中性動詞、他動詞として
載っている。一方、森を示すraakauは名詞
としてのみ載っている。
WeepのTangiは動詞、名詞として載ってい

る。Straightやcorrectを示すtikaは形容詞と
して、また恐れている、禁止されているtapu
は形容詞、名詞としてある。
Maori語の文法から見ると、沢山の品詞は

少なくとも８品詞があり、一つの語が違った
時によっていくつかの品詞になりえる。事実
上raakauが名詞に、tangiが動詞と名詞paiが
形容詞、名詞、中性動詞および他動詞などに
なってから品詞の数が大幅に増えた。すべて
の語はBases（基礎）とParticles（不変化詞）
の二つに分けられている。
その不変化詞は文法的な語で、数は少な

い。その他の語はBasesでそれは５階級に分
けられている。そして、それはConstruc-
tionsによって決められる。結局マオリ語の
構文は２つの級に分けられる。１つは動詞句
と他は名詞相当語句である。

（２）Nouns
魚のika,ねずみのkioreと木のraakauなど

が例を示すように名詞相当語句の核として使
われるが動詞句としてではない。それらは明
らかに名詞である。あえて言うと、マオリ語
は名詞をbaseとしていて、動詞では決して
成立しない。それは英語で言うdoorや歌の
様であり、魚や木は名詞相当語句と同様準動
詞の中で用いられている。
Let’slearnMaoriの中で、BruceBiggsはA

nounisanywordwhichcantakeaDefinitearti-

clebutwhichcannotoccurasthenucleusofa

verbalphrase.と述べている。
尚、BruceBiggs氏の著書（１９６９）の例文を
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引用する。

（３）Universals
基本の飲むinu，泣くtangi，言うkiiは受身

的に用いられる。この基本はふつうである。
幅の広い分布を持ち、動詞句と同様、名詞相
当句の中に入れることが出来る。
Bruceはuniversalsは受身的に用いられる

と言う。Wellのora,correctとしてtika,afloat
としての maanu は動詞句の中で使われる
が、受身的には用いられない。そのような語
はstativesである。stativesは英語の形容詞や
分詞によりもっともよく転換されている例で
ある。

Kiaorakoutou!

Greeting!

Hemahangatoaimateiaiaitauawaa.

Manywarriorsweredefeatedbyhim at

thattime.

Kaweratewhareiteahi.

Thehousewasdestroyedbyfire.

Katikataaukoorero.

Yourtalkiscorrect.

Stativeは受身でなくて、逐語的に用いら
れる基をなす。また、たいていのstativeは
準動詞と名詞相当語句の間に置かれ、そこに
は準動詞のみに起こる小さい区別がある。こ
の数は次のような分け方をしている。

pau, exhausted

mute, finished

oti, completed

ngaro, lost,outofsight

mahue,abandoned

mau, caught

riro, taken

ea, requited,paid

tuu, wounded

whara, injured

maakona,satisfied

maanu,afloat

KuaMututemahi.

Theworkisended.

Kuaotitemahi.

Theworkiscompleted.

Keiwharakoe!

Don’tgethurt!(Becareful!)

Kaahoreanookiaeatanamate.

Hisdeathhasnotbeenavengedyet.

（４）Locatives
いくつかのbaseは動詞句の中では起きな

い。また、いかなる定冠詞もとらない。不変
化詞ki,i,kei,に直接先行される。このような
baseは不変化詞と言われている。

（５）Personals
Personalsは全ての固有名詞、擬人化して

いる物事の名詞、例えば、先祖の名前をつけ
る礼拝堂なども其の一例である。月の名前も
固有名詞である。疑問詞 waiは英語ではwho
を表し、meaはsoandsoを表し、それぞれ
はpersonalsである。

２．前置詞

前置詞ko,me,ma,mo,na,no,ki,i,kei,a,o
は一般的には数ある形を示す。まとめてみる
と次のことが言える。
（１）フレーズの最初の語とする。
（２）相互に相容れない。（同じフレーズの
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中で二つが生ずることはない）
（３）文章とするフレーズとの間で特別な関

係を示している。
（４）動詞句の中では生じない。
（５）同じbaseのフレーズと生じ、下のよ

うな例外もある。
前置詞の語形変化例を挙げてみる。
me接続詞的なand
a 有力なof
o 従属を示すof
ma非現実的優位のfor
mo非現実的従属のfor
no 現実的従属のof
na 現実的優位のof又はby
ki 方向を示すto
i 過去を示すat
kei現在のat
hei未来のat

次に、前置詞句について考えてみる。前置
詞で始まるフレーズはいかなる場合も前置詞
句である。前置詞句は名詞、stativesと普遍
的なものを含むと最終的には前置詞と核との
間に生ずる。Tomyhomeはkitookukaainga

（名詞）で表し、thechiefは koterangatira

（stative）又は（universal）で表す。万一、前置
詞が核としてlocativeを含むのであれば核と
前置詞句の間には他の品詞は生じない。
Ontopの意味でkeirunga,tothetopの意味

でkirunga,ofthetopはorunga,forthetopは
morunga,thetopはkorunga,tobeontopは
heirungaをそれぞれ表している。
ki,i,kei,hei,と人称をもつ前置詞句で始め

ると、核として人称の前置詞を含み、人称句
は人称定冠詞aによって先行される。

発音の特徴についてここで考察してみる。
短い音節のna,no,ma,moは短く発音される。
すなわち一つの母音以上含んでいる音節の前
では長く発音される。
naandnoは基本的には所有を示すofの意

味を含み、belongingtoの意味を持つ。
naとnoの間の違いは最有力なかつ従属を

示す間の相違にある。

Nawaitemeanei?

Whoownsthisthing?

NaPita.

Peterdoes.

Noteiwikatoangawhenua.

Thelandsbelongtothewholetribe.

Naterangatirateeneitamaiti.

Thischildisthechief's.

Nongakootiroeeraapiupiu.

Thosedance-skirtsbelongtothegirls.

次にlocativesのあるnaとnoについてみる
と、naはbywayofを意味することがわかる。
Naheamaikoutou?はBywayofwhatplacedid
youcome?

Noはfromの意味で、Noheakoe?又はNo
Aakaranaahau.で Whereareyoufrom?Iam

fromAuckland.となる。
Nareiraとnoreiraについては、両方とも副

詞としてのthereforeの意味をなす。通常Na
とnoの区別はここでは適用しないようであ
る。地域表現によってnareira表現を使う傾
向があるが、一方其の外の地区の話者はno
reiraを使う。
Maandmoは所有を表し次のように言うこ

とができる。
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MaPitateeneipukapaka.

ThisbookisforPeter.

Mowaiteeraawhare?

Whoisthathousefor?

Mongamanuhirituaarangi.

Forthevistorsfromafar.

Moはconcerningの意味を示し、しばしば
aboutやconcerning（－に関して）の意味で使
われる。例えば、waitatateenelimoPaapaka
は ThisisasongconcerningPaapaka.また he
kooreroteeneimoHine-koorangi.は Thisisa
storyaboutHine-koorangi.

Maはbywayofの意味を示し、次のように
言える。

Maheamaikoutou?

Whatwaydidyoucome?

Marungaotemaunga.

Bywayofthemountaintop.

Maheamaitokoutouara?

Bywayofwhatroutedidyoucome?

更に、na,noandma,moは所有代名詞を作
るため人称代名詞と結びつく。

例を挙げる。
Itiikinaatuhewaimoraatou.

Waterwasfetchedforthem.

Mokoutouteeneiwhare.

Thishouseisforyou.

Nawaimaa,ngakainei?

Whoownsthisfood?

Naiwaitekuriira?

Whosedogisthat?

Naraatoungahipinei.

Thesesheepbelongtothem.
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複数二元的単数

na/notaatouna/notaaua１stpersonincl.

na/nomaatouna/nomaauanaaku,nooku１stpersonexcl.

na/nokoutouna/nokooruanaau,noou２ndperson

na/noraatouna/noraauanaana,moona３rdperson



３．命令法の動詞

いかなる普遍的なものは命令を出すために
は命令的な抑揚が用いられることは言うまで
もない。命令法動詞を持つ普遍的表現に二つ
以上母音が含まれると、その動詞eは次のよ
うになる。

E tuu! stand!

e noho! sit!

e ara! getup!

e moe! gotosleep!

e oho! wakeup!

e nohora! goodbye!

かりにbaseが二つの母音よりも多く含ま
れると、先行するeは用いられない。

takoto! liedown!

tomomail! comedown!

haeremail! comehere!

(welcome!)

karangaatu! call!

haerekoe! yougo!

さて、受身の命令法が用いられるのは目的
語が述べられたり、表現される場合である。
これは単に普遍的な受身の形である。命令

的な抑揚であるが準動詞ではない。目的は述
ベられ次のように表現される。

nohoia! siton!

moea! marryher!

kainga! eatit!

kimihiatemeangaro! seekthatwhich

islost!

muruaoomaatouhara! forgive us our

sins!

tapahiateparaaoa! cutthebread!

tiikinaatuhewaimooku! fetchme

somewater.

hariahekaimataaua! bringsome

foodforus!

身体の動作として、体の部分で動作を起こ
すために、あたかも文章中でスターのように
体のある部分を使い表現する特別な構文があ
る。

Haamamatoouwaha!

Openyourmouth!

Titiroooukanohi!

Openyoureyes!

Pikotooumaatenga!

Bowyourhead!

また、withmeの意味を含む命令表現は準
動詞によってとらわれている。統語的に準動
詞は能動的か変動的かであって、そのbase
は受動的な接尾辞をとらない。準動詞meと
受動的接尾辞は相容れない。

Mehaeretaatou! Let’sgo!
Mekarangaahau! Ihadbettercall!

Mekawekoeitakukete! Youmustcarry

mykit!

その他の例として、

KahokiaKupekiteiwi,kameaatu,‘Ma-
hiatakuwakakiapai!’
Kupereturnedtothetribeandsaid,‘Pre-
paremycanoe!’

また、否定語は準動詞の文に変える。否定
的形式は否定語によるかまたは句による。そ
れは特別な準動詞で、一対となる。過去時制
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の肯定文の否定的表現は準動詞で対になった
kiihaiで作られる。別の例を示すと、kaahore
anooの否定句は否定の形式として準動詞kia
と対になる。そして、kuaと完了時制の中で
肯定文に変える。

Ekooreroanangawaahine.

Thewomenaretalking.

Kaahorengawahineekooreroana.

Thewomenarenottalking.

肯定文に於いて、準動詞は関係者の句に
よって決まるが、否定文は否定形で始められ
る。

Eaawhinatiaanangawaahine.

Thewomenarebeinghelped.

Kaahorengawaahineeaawhinatiaana.

Thewomenarenotbeinghelped.

この受身的肯定文の場合とその否定表現の
場合は同じ変化となり、否定形式によりその
文の導入で、準動詞の語順の倒置となる。

Etikaanatekoorero.

Thetalkiscorrect.

Kaahoretekooreroetikaana.

Thetalkisnotcorrect.

否定変換は倒置語順と否定形式の使用を含
む。次に、kiihai…i過去時制、肯定、否定に
ついて考えてみる。

Ihaeremaatou.

Wewent.

Kiihaimaatouihaere.

Wedidnotgo.

Ihingateraakau.

Thetreefell.

過去時制の否定形は否定形のkiihai… iに
よって形成される。また、通常の述部と主語
の語順転倒となる。

Kuahaereatutetangatara.

Thatmanhasgoneaway.

Kaahoreanootetangatarakiahaereatu.

Thatmanhanotgoneaway.

Kuamatetewahine.

Thewomanhasdied.

Kaahoreanootewahinekiamate.

Thewomanhasnotdied.

肯定の完了の文に変える否定文は準動詞
kuaはkiaにとって変わる。Kaahoreは通常で
あるが、強制的ではなく構造においては
anooに従い語順転倒が適用される。更に、
Ekore…eの未来、肯定、否定について考え
てみる。

Ehaerekoeaapoopoo.

Youwillgotomorrow.

Ekorekoeehaereaapoopoo.

Youwillnotgotomorrow.

否定形はekore…eで従来倒置が適用され
る。しかし、最近のマオリ語の肯定の未来形
はめったに使われない。ほとんどがkaとの
誘因による時制で用いられている。kaとと
もに誘因による時制は形式的な否定交換はな
い。万一、動作の時制が過去のkiiha…iであ
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ると適切な否定を作るであろうし、ekore…
eと未来時制であることは適切である。Kaua
…eの場合は普遍的命令法の動詞といえる。
例えば、

Haere!

Go!

Kauaehaere!

Donotgo!

Enoho!

Sit!

普遍性のみがこの構文の中で起きる。主語
が表されている所で常に倒置がある。

KauakoutouehainaIteenaapepa!

Don’tsignthatpaper!

Haeretaatou!

Let’sgo!

Kauataatouehaere!

Let’snotgo!

従属節に於いて、否定命令 kaua…eはkia
によって先行される。下記に例を挙げてみ
る。

Kameamaitearikikiakauaraatoue

haerekireira.

Thehighchiefsaidthattheyshouldnotgo

tothatplace.

ImeamaiaKupekiaaukiakauaekawea

keetiateihuotewakaiteputangmaiote

raa.

Kupesaidtomethatthebowofthecanoe

shouldnotbedivertedfrom theplace

wherethesunrises.

次に、方向を示す不変化詞について見てみ
たい。話者にmai,話者からatu,年下のほうへ
のiho,年上のほうへはakeで表し、いずれも
前置詞である。これらは動詞句の中に時折見
られる。大抵の動作がこれらの品詞の使用に
よって方向性を与える。時折、現実の動作の
観念が表された動詞にふさわしくないように
も見える。Maiは話者に対して基本的には英
語のhitherを表す。歓迎します意味では，マ
オリ語はhaeremai!tomomai!はbringithere!
の意味を成す。下記の例は自然の表現であ
り、他のはふさわしくない表現である。

Ikaumaitewahineneiingaahiahikatoa.

Thiswomanswamhithereverymorning,

Ekiiamaiana,‘Noheateeneiwahine?’
Itisbeingsaid,‘Wheredoesthiswoman
comefrom?’

Titirokitemaungaetuumaiana.

Lookatthemountainstandingthere.

Atuは話者から方向を示す基本的な意味を
もつ語である。実際にmaiの動作は必ずしも
含まれてはいない。

Ihaeremaingamaatua;kongatamarikii

nohoatuitekaainga.

Theparentscame;thechildrenremained

athome.

KakiteaHinemoaiaTuu-taanekai;kati-

tiroatu,katitiromai.

HinemoasawTuu-taanekai;(she)looked

(athim),(he)looked(ather).

更に、kaweはcarryを表し、tikiはfetchを
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表し、atuはmaiが使われる。

Kaweaatuhewaimooku.

Carry(get)somewaterforme,

Haerekitekaaingakitetikiatuitetoki.

Gohomeandfetchtheaxe.

Tiikinaatutetiikera!

Fetchthekettle!

又、atuは適切なコンテクストの中では英
語の形容詞（比較級）の代わりである。

Paiatuteeneiiteenaa.

Thisisbetterthanthat.

NuiatutehiahiaoTakarangikiaRauma-

horaitehiahiakiteriri.

Takarangi’sloveforRaumahoraisgreater
thatnhisloveofwar.

teetahiatuとteeraaatuはイデイオムの上で
は下記の通りother,anotherの意味で用いら
れる。

Hoomaiteetahiatu!

Givemeanother!

Eraawakaatu.

Thoseothercanoes.

Hoatu,whoatuは一語で使われ、方言的で、
giveawayやsetoutやgoの意味である。

Hoatu!Mewaihomaauaikonei!

Goon!Leaveushere!

akeは基本的にはupwardsの意味であるが
必ずしもそうとも云えない。

KaoraakeaTaawhakiitoonamate.

Taawhakirecoveredfromhisillness.

Katuuaukitekooreroatukiakoutou.

Istanduptospeaktoyou

比較としてのakeは英語の形容詞の比較で
訳される。

Kuahaereiakirungaake.

Hehasgonehigherup.

Paiaketeenei!

Thisisbetter.

又、akeは連続して起こるのを表す。

imuatataake

shortlybefore

meaake

presently

aoaketeraa

nextday

英語の再帰代名詞はakeに用いられ、マオ
リ語の発音で訳されている。

tookuwhareakeortookuakewhare

myownhouse

kiaraauaake

tothemselves

anatamaake

hisownsons

Hoakeはhoとakeが合致したもので、意味
はtosetoutまたはgoの意味である。
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例えば、inhoaketaatoukitewhare!はLet’s
gotothehouse.となる。ihoは副詞downwards
の意味で、二つのものが別のところで一つに
なるとき、比喩的かつ現実にihoは高い位置
でihoの状況や動きを限定する。Whaka-
tuuriaが獄中にいた時の会話に注目する。

‘Ekoeeiriihonei,kooreroihora!’Kamea
ihotauamaaiara,‘Tekinohokiotakoutou
hakaerongoihoneiau!’Kameaaketauaiwi
nei,‘Heiwipaikoutoukitehaka?’

‘Youhangingupthere,speak!’Thatfellow
said,‘WhataterriblehakaitisthatIcanhear.’
Thosepeoplesaid,‘Areyourpeoplegoodat
haka?’

又、Ihoはafterの意味で、muriと共に用い

られる。Imuriihoはsoonafterwardsの意味
を成す。又、適切なコンテクストのなかで
ihoは形容詞の比較として使われている。
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